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グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
大
賞

優
秀
企
業
賞 

受
賞
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

公
益
社
団
法
人
中
小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
第
53
回

（
２
０
１
９
年
度
）﹁
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
大
賞
﹂
の
表

彰
企
業
16
社
を
発
表
し
、
オ
ー
エ
ヌ
工
業
（
株
）（
津

山
市
上
田
邑
）
が
中
国
・
四
国
地
区
の
優
秀
企
業
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

※ 

「
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
大
賞
」
と
は
、
経
営
の
刷
新

や
技
術
開
発
な
ど
に
優
れ
た
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い

る
優
秀
な
中
小
企
業
を
全
国
か
ら
発
掘
・
顕
彰
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
り
日
本
経

済
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
１
９
６
７

年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

中小企業庁長官
　 前 田 泰 宏 氏

　

津
山
商
工
会
議
所
新
春
講
演
会
（
担
当

総
務
運
営
委
員
会
）
が
行
わ
れ
、
中
小
企

業
庁
長
官　

前
田
泰
宏
氏
が
「
中
小
企
業

の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
、
約

２
３
０
名
の
皆
様
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

演題：「中小企業の未来」

オ
ー
エ
ヌ
工
業（
株
）

　

講
演
は
、
自
身
の
業
務
経
験
に
裏
付
け

ら
れ
た
、
中
小
企
業
の
現
実
と
課
題
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ

力
強
い
口
調
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
の
中
に
説

得
力
の
あ
る
お
話
で
あ
り
ま
し
た
。

　

主
旨
は
、
眼
鏡
を
外
し
て
、
足
元
を
見

る
、
一
番
近
い
と
こ
ろ
を
見
る
。
日
本
に

は
、
世
界
に
通
用
す
る
も
の
が
い
た
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
あ
る
も
の
を
探
し
て
、
な

い
も
の
を
探
さ
な
い
事
が
大
切
。

　

ま
た
、
価
値
観
が
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

か
ら
ス
ピ
ー
ド
へ
、
さ
ら
に
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
（
課
題
解
決
）
へ
と
移
行
す
る
中
で
、

問
題
は
大
き
な
も
の
は
案
外
少
な
い
。
小

さ
な
問
題
は
小
さ
な
企
業
の
方
が
解
決
が

早
い
。「
50
セ
ン
チ
革
命
」
と
し
て
、
積

み
重
ね
て
行
く
こ
と
で
、「
中
小
企
業
の

未
来
」
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　

わ
が
国
の
企
業
の
99
．
７
％
が
中
小
・

小
規
模
企
業
で
あ
り
、
残
り
０
．
３
％
の

大
企
業
は
ほ
ぼ
東
京
に
集
中
す
る
現
状
の

中
、
地
方
か
ら
動
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
時
代
。
中
小
企
業
庁
の
施
策
も
現
場

主
義
の
考
え
方
を
も
と
に
進
め
て
い
く
こ

と
と
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

厳
し
さ
を
増
す
地
方
都
市
に
と
っ
て
示
唆

に
富
ん
だ
講
演
で
あ
り
ま
し
た
。

津山商工会議所新春講演会開催

２
０
２
０
年
１
月
28
日
（
火
）

津
山
鶴
山
ホ
テ
ル



㈲
宝
石
お
か

岡
山
大
学
津
山
ス
ク
ー
ル
事
業

当
所
共
済
制
度
に
ご
加
入
の

事
業
所
を
紹
介
し
ま
す

岡
山
県
北
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
県
北
教
育
の
未
来
づ
く
り  

グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」開
催

パネルディスカッション

ポスター報告

　

1
月
11
日
（
土
）
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ

津
山
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

岡
山
大
学
が
岡
山
県
北
地
域
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
グ
ロ
ー
ア
ッ

プ
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
岡

山
大
学
津
山
ス
ク
ー
ル
事
業
共
催
に
よ

り
開
催
。
県
北
地
域
の
高
校
生
や
保
護

者
、
教
育
・
学
校
関
係
者
な
ど
２
４
０

名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
「
県
北
地
域
の
未
来
づ
く
り
」
と
題

し
、
岡
山
大
学
教
育
学
部
地
域
教
育
専

修
の
学
生
（
1
・
2
期
生
計
39
名
）
が
、

自
身
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
県
北
の

市
町
村
で
の
一
年
間
の
活
動
を
通
し
て

学
ん
だ
内
容
や
今
後
の
目
標
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、学
生
達
が「
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
で
の
学
び
」
を
ポ
ス
タ
ー
型
式
で
紹

介
。
来
場
者
が
学
生
達
に
自
由
に
質
問

が
で
き
る
た
め
、
訪
れ
た
県
北
地
域
の

高
校
生
達
が
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
2
部
構
成
と
な
り
、
第

1
部
は
、
地
域
教
育
専
修
の
2
期
生

（
1
回
生
）
の
代
表
4
名
が
「
私
が
描

く
地
域
と
教
育
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、「
県
北
の
教
育
の
課

題
と
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
教
育
専
修
の
1
期
生
（
2
回
生
）

の
代
表
3
名
と
同
大
の
熊
谷
槙
之
輔
教

授
、
津
山
教
育
事
務
所
の
岩
崎
政
則
所

長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
マ
イ
ル
ち
わ
の
國

米
彰
代
表
理
事
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な

り
、
自
身
の
活
動
や
研
究
を
通
し
て
の

学
び
や
気
づ
き
、
今
後
の
県
北
の
教
育

の
た
め
に
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
学
校

教
育
と
地
域
の
関
係
性
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

会
員
共
済
制
度

請
求
漏
れ
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

■
津
山
商
工
会
議
所　
地
域
振
興
課

　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

１
．
独
自
給
付
金

　

当
所
共
済
制
度「
ご
ん
ち
ゃ
ん
共
済
」

に
は
、
主
契
約
・
特
約
に
よ
る
保
障
に

加
え
、
独
自
の
給
付
金
と
し
て
『
病
気

入
院
／
事
故
通
院
見
舞
金
』『
結
婚
／

出
産
祝
金
』
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

共
済
に
ご
加
入
の
方
は
、
ご
請
求
の

漏
れ
が
な
い
か
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
給
付
内
容
・
請
求
状
況
な
ど
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
陰
様
で
創
業
68
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
」
を

第
一
と
し
、
幅
広
い
品
揃
え
と
豊
富
な
知

識
で
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々

努
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
13
日
、
長
年
親
し
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
津
山
市
京
町
に
新
店
舗
を

オ
ー
プ
ン
し
、
商
品
も
気
持
ち
も
新
た

に
、２
代
目
社
長
と
３
人
の
女
性
ス
タ
ッ

フ
が
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
宝
飾
品
、
時
計
は
長
く
お
使
い
い
た
だ

け
る
商
品
で
す
。
修
理
を
は
じ
め
充
実
し

た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

　
宝
飾
品
、
時
計
の
こ
と
な
ら
何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、宝
飾
品
・
時

計
専
門
店
の
㈲
宝
石
お
か
さ
ん
で
す
。

　

岡
美
津
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
ご
ん
ち
ゃ
ん
共
済
に
加
入
し
て
お
り
、

健
康
診
断
の
助
成
な
ど
も
活
用
し
て
い
ま

す
。
業
務
上
、
業
務
外
を
問
わ
ず
24
時
間

保
障
で
、
70
才
ま
で
加
入
で
き
る
の
で
安

心
、
手
厚
い
保
障
内
容
に
も
満
足
し
て
い

ま
す
。

２
．
健
康
診
断
費
用
助
成

　

２
０
１
９
年
５
月
末
ま
で
に
助
成
の

申
込
み
を
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
助
成
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
お
支
払
期
限
が

２
０
２
０
年
３
月
27
日
（
金
）
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
共
済
制
度
に
つ
い
て

住　　所／〒708-0062  津山市京町73-1
営業時間／10：00～19：00
定 休 日／水曜日
お問合せ／0868-22-8741
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『
津
山
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
』

取
扱
店
募
集
の
お
知
ら
せ

■
津
山
商
工
会
議
所　
業
務
推
進
班

　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

新
入
会
員
さ
ん
の
ご
紹
介

㈱
レ
ッ
ツ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

2020年度からプログラミング教育が必修化されます！
　来年度より、全ての小学校でプログラミング教育が必修化されます。
　これは来たる IT、IoT 時代に対応できる人材の育成を目的としており、企業活動にも IT の
技術、知識が必須となっていく事が予想されます。
　商工会議所では、この情報技術の基盤となるプログラミングスキルの学習を支援するための
検定試験「日商プログラミング検定」を創設しております。
　知識だけでなく、プログラミングの実技試験も取り入れた新しい形の検定試験となっており
ますので、ぜひ人材育成、社内教育の一環としてご活用ください。

日商プログラミング検定はネット検定（自宅受験不可）です。お近くの施行機関にてご受験ください。
施行機関、受験料など詳細は…

※ AI の開発に使用される Python 追加予定

学習度に応じて４つのレベルがあります

優
良
従
業
員
表
彰
の
ご
案
内

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！ 

優
良
従
業
員
候
補
者

推
薦
の
お
申
し
込
み
受
付
中
！

■
津
山
商
工
会
議
所　
総
務
管
理
課

　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

　

当
所
会
員
事
業
所
に
勤
務
す
る
優
良
従
業
員（
30
年
・

20
年
以
上
勤
務
）
の
該
当
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。
被

表
彰
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
、
表
彰
式
を

執
り
行
い
ま
す
。

 

推
薦
資
格

 

1
当
所
の
会
員
と
し
て
、
継
続
３
年
以
上
の
会
員
事
業
所

　
　
で
あ
る
こ
と
。

 

2
２
０
１
９
年
度
当
所
の
会
費
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

3
被
表
彰
者
の
推
薦
は
別
に
定
め
る
推
薦
書
と
、
勤
務
年

　
　
数
が
確
認
出
来
る
資
料
を
添
付
し
て
会
員
名
に
よ
り
推

　
　
薦
す
る
こ
と
。

　

お
申
し
込
み
方
法
は
、
所
定
の
推
薦
用
紙
に
ご
記
入

頂
き
、
勤
務
年
数
が
わ
か
る
も
の
（
社
会
保
険
取
得
日

等
の
コ
ピ
ー
）
と
負
担
金
を
添
え
て
、
総
務
管
理
課
ま

で
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
負
担
金
…
…
１
名
に
つ
き

　
　
　
　
　
　

30
年
表
彰　

一
〇
、 

〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

20
年
表
彰　
　

七
、 

〇
〇
〇
円

◆
表
彰
式
：
２
０
２
０
年
３
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜　

 

◆
会　

場
：
ザ
・
シ
ロ
ヤ
マ
テ
ラ
ス
津
山
別
邸

２
月
20
日（
木
）必
着
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

30
年
表
彰

　
１
９
９
０
年
３
月
１
日
以
前
に
入
社
の
方

 

20
年
表
彰

　
２
０
０
０
年
３
月
１
日
以
前
に
入
社
の
方

津山
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青
申
だ
よ
り

青
色
申
告
決
算
相
談
会

青
色
申
告
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

■
津
山
商
工
会
議
所　
津
山
市
青
色
申
告
会

　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

　

個
人
事
業
主
を
対
象
に
、
税
理
士
・
津
山
商
工
会
議

所
職
員
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
価
格
の
改
定
を
行
っ
て
お
り

　

ま
す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
決
算
相
談
会
は
［
予
約
制
］
で
す
。
予
約
さ
れ
た
方

　

を
優
先
し
ま
す
。

　
　

ご
希
望
の
日
時
は
事
前
に
送
付
し
て
い
ま
す
用
紙

　

に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。
日
程
調
整
し
た
後
、
ご
返
事

　

し
ま
す
。

※
確
定
申
告
相
談
の
受
付
は
３
月
６
日
（
金
）
ま
で
と

　

な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
会　

場　

津
山
商
工
会
館　

３
階　

第
１
会
議
室

●
持
参
物

　

必
要
書
類
（
決
算
書
・
申
告
書
・
帳
簿
・
控
除

　

証
明
書
・
前
年
の
申
告
書
類
控
え
）、
印
鑑
、

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
ご
本
人
・
専
従
者
・
扶
養
親
族
）

◆
開
催
日　

第
１
回
令
和
２
年
２
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　

第
２
回　
　

〃　

２
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　

第
３
回　
　

〃　

２
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　

第
４
回　
　

〃　

２
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　

第
５
回　
　

〃　

２
月
24
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

第
６
回　
　

〃　

２
月
28
日
（
金
）

◆
時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
手
数
料　

３
，
０
０
０
円
（
税
別
）
〜

　
（
※
相
談
日
以
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